
産業医科大学産業保健学部看護学科

○佐藤亜紀
永松有紀
松村智大

看護ＯＳＣＥ（客観的能力試験）に
活用したｅラーニングの学習効果



はじめに

・近年、看護ＯＳＣＥが注目されている

・学生にとっては、技術と統合しなければ
ならず難易度は非常に高い。

・はじめて受験する学生に
1.試験のイメージ化
2.主体的な学習に向けた学習ポイントの提示
3.実施後の自己課題の明確化

を目的にeラーニングを用いた



報告内容

１．実施した看護OSCE
２．作成したコンテンツ
３．学習効果の検討方法
４．記述統計結果
５．自由記述の内容分析結果
６．学習効果の考察



看護OSCE

本研究では「看護OSCE」とは試験課題とし
て提示された対象に対し

既習の知識、看護技術、態度を統合して

ケアとして提供する臨床能力の評価試験
とした。
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eラーニングの特徴

学生が学習ポイントを理解するためには・・・

eラーニングだけでは
完結できない

主体的学習に繋がるように，ヒントのみを配信



eラーニングの位置づけと学習過程



学習効果の検討

対象：A大学看護学科3年生65名．

内容：①4段階評価でアンケート
看護OSCE実施前後のeラーニングの効果と
教材評価
②自由記述
試験後の学びについては自由記述とした．

分析：教材評価について満足度などに関する
記述統計を算出．
自由記述については内容分析を行った．



アンケート内容

試験前
１．試験方法は理解できたか
２．試験に向け復習や練習しておくことが明確になったか
３．試験に関心が持てたか

試験後
１．知識を深めることができたか
２．技術習得に役立つと思うか
３．自己課題が明確になったか
４．学習意欲は高まったか

共通
１．eラーニング教材の長さは適切か
２．eラーニング教材の文字は見やすかったか



結果：閲覧状況

・閲覧終了までの閲覧回数1093回

実施前（平均）3.78回
実施後 3.22回

OSCE



結果：閲覧状況

・評価平均は11.1±1.5点/16点満点
（最小8－最大13）

・62名（95.4%）が得点率60%以上

・全体的に高得点
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結果：アンケート結果

OSCE後コンテンツ評価
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結果：自由記述の分析

・コード133
・サブカテゴリー18
・大カテゴリー７

イメージ化

学習の促進

主体的学習の手がかり

eラーニングのメリット

モチベーション

使いにくさ

受動的な学習



結果：自由記述の分析

イメージ化

患者イメージ(4)
患者さんがどのような状態なのかイメージしや
すく、イメージトレーニングに役立だった

試験イメージ（32）
演習の進め方が紙面や口頭の説明ではイメージ
しにくい。動画は分かりやすい

サブカテゴリー コード



結果：自由記述の分析

練習内容の明確化(17)
観察項目や問診内容を絞る必要があることを把
握でき、自己学習をより効果的に行えた

事後学習ポイントの理解(10)
学習のポイントがわかりやすいことといった利
点を実感

技術の振り返り(6) 自分の技術について振りかえりが出きた

学習のヒント(6)
何を調べて、どんな順序で行うべきなのかを考
えることができた

グループ学習(2)
分からないことは友人と相談し、自分だけでは
得られない考えも得ることができた

学習の促進

サブカテゴリー コード



結果：自由記述の分析

サブカテゴリー コード

主体的学習の手がかり

自己課題の明確化(8)
自分ができていなかったこと、不足していたこと
など、課題を明確にできた

リフレクション効果(3)
フィジカルアセスメントの内容を振り返りよかっ
た点・反省点が明確になった



結果：自由記述の分析

利便性(14)
自分の都合の良い時間に、好きなだけ閲覧できる
のが自己学習に便利

見やすさ（3)
文章だけでなく先生の声も入っているので、内容
が頭に残りやすい

eラーニングのメリット

モチベーション(3)
テストに対しての緊張感、モチベーションも上
がった

モチベーション
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結果：自由記述の分析

使いにくさ

受動的な学習

不便(3) 見たいところにすぐにはいけず待ち長かった

練習に役に立たない(4) 必要となる技術がなかったのであまり活用せず

情報が少ない(5)
情報が少なくて、具体的にどう観察していくのか
想像がつきづらく苦労した

解答がほしい(5)
終えた今でも結局どのような方法で行うのが正し
かったのかよくわからない

サブカテゴリー コード



考察-１

学生の主体的学習を期待
↓

情報量，解答・解説も最小限

①「練習ポイントの明確化」「演習への関心」も高い
②試験結果も総じて高得点である

主体的な学習行動に一定の効果があったと推察



考察-２

イメージ化

学習の促進 主体的学習の手がかり

eラーニングのメリット
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まとめ

１．eラーニングは看護OSCE全体イメージ化に
有効であり，実施前後でいずれも学習の
促進に期待

２．eラーニングコンテンツは十分に活用でき
ず受動的な学習姿勢の学生も認められた．

３．学生の主観的評価だけでなく，形成的評
価が今後の課題である
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